
第５８４回  放送番組審議会  

 

１．日 時  2022年 4月 19日（火）  午後 1 時 30 分～  

 

２．開 催 場 所  テレビ岩手 6 階大会議室  

 

３．委 員 総 数   9名 

出 席 委 員    9名 

 委 員 長 

副 委 員 長 

 佐藤 健志 

加藤 千晶 

 委 員 

 委 員 

 前田 千香子 

緑川 智恵子 

 委 員 

 委 員 

 林  英彰 

蛎﨑 奈津子 

 委 員  岩山 徹 

 委 員 

 委 員 

 久保 公人 

林  伸彦 

 

欠 席 委 員  0名   

   

 

社側出席者       

榧野 信治 （代表取締役社長） 

畑山 篤 （常務取締役 報道制作・編成担当） 

石川 亮 （取締役 営業・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業担当）※リモート出席 

丸谷 尚史 （報道制作局制作部担当部長） 

三浦 裕紀 （報道制作局報道部副部長） 

 

事 務 局  

       藤村 惠一 （編成局長兼編成部長） 



４．議 題 

１.   3月 11日（金） 

15 時 50 分～ 16 時 50 分放送「震災 11 年いま伝えたい」  

18 時 15 分～ 18 時 54 分放送「ニュースプラス１いわて」  

2. その他 

 

５．資 料  (資料として以下のものを配布) 

・視聴者からのご意見 

・2021年 10月期 週間番組種別放送時間報告 

 

６．意    見 

【委 員 側 意 見】 

○震災から１１年の時間が経過する中でまだまだ取り組んで行かなければいけないことがあることをし
っかりとテーマに分けて伝えて非常に意義深い番組だった 
○いつかは必ず発生する次の大震災大津波への備えを早急に進めなければならないこと改めて強く考え
させられた 
○これまでの継続した取材等に基づいていて、非常に奥深く明確なメッセージが伝わってきて構成が素
晴らしかった 
○エピソードをうまく散りばめて、同時に個人の心の復興や生業の復興に対するチャレンジを紹介して、
すごく温かみがある番組に思えた 
○３月１１日に殊更に被災地を取り上げることとか、祈る人々の姿を映し出すということにさえ何かあ
る種の反感を感じたりしていた時期もあったが、今年はそうは思わなかった 
○小笠原さんにインタビューした金子ディレクターの姿勢から、取材の相手をとても大事にしていると
いうことが伝わって、傷や悲しみを抱えた人にどう向き合うのかという姿勢そのものを教えられた 
○高田の人達のちょっと悲観的な声が釜石と対照的になってしまったので、もうちょっと同じトーンで
紹介しても良かったのかなと思った。 
〇前半と後半別れたことについては、片方だけ見た方には十分伝わらなかったのではないかと思う 
 
【局 側 意 見】 

○１１年というところで、我々としても伝え方が難しくなってきている側面はある 
○風化が進んでいるということで、我々が伝えたいこと、あとは被災者が今伝えたい今必要としている
ことは何なのか、その両方の意味でこのテーマに決めた。 
○本当の意味で２つをまたいで第一部第二部というところまでは位置づける事が出来なかったが、それ
ぞれ別の番組が連携できる部分は連携して共通のテーマでやっていこうと進んだ。結果がうまくいった
部分もあれば、ちょっと連携が足りない部分もあったと考えている。 
○金子は記者として、またディレクターとして時間があるたびに会ったり様子を聞いたり関係を築いて、
今回１１年ということで小笠原さんが心を開いてくださった。非常に記者ディレクターとしても見本に
なるということが成果として出た 



 
 
7．審議機関の答申または意見の概要公表の方法及び年月日  
 ①自社放送  4 月 26 日（火） 11： 45-11： 52「あなたと歩むテレビ岩手」  
 ②テレビ岩手本社での据え置き  
 ③読売新聞への掲載（別掲）  
 ④自社 HP での掲載  https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation 

https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation

